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2025 年 6 月 25 日 

公開用作成日：2025 年 9 月 29 日 

IR チーム 

教育・学修支援センター 

[公開用]2024 年度卒業時アンケート報告 

 

卒業時アンケートは、卒業時点における本学への満足度や卒業生自身の DP 達成度（自己評価）などを

確認し、学内の施設や設備、学生支援、カリキュラムなどの改善に活用することを目的として行ってい

る。本報告では、学部生の結果について報告する。 

 

実施概要 

対象者：2024 年度卒業生 

実施時期：2025 年 2 月 19 日～28 日 

実施方法：Google Form を用いた WEB アンケート 

回答率：92.2% 

学科ごとの回答率は以下のとおりである。 

  

 

結果概要 

教育の環境(表 1) 

 運動施設および食事・物販施設については、ほかの項目よりも不満層の割合が高かった。 

学びの支援(表 2) 

 留学・国際交流支援および課外学習支援については、利用していない学生が半数以上であった。どの項

目についても、おおむね満足層の割合が高かった。 

正課での学び（学科ごと）(表 3) 

 どの項目についても満足層の割合が高かったが、どの学科においてもシラバスについてはやや不満層

の割合が高かった。地球市民学科においてはカリキュラムについても不満層の割合が高かった。 

全学DPの達成（DP達成度：平均値）(表 4) 

 学生の達成度自己評価スコア（1 から 5）を平均したもの。どの DP も達成の基準値(3)は超えている

ものの、DP4（日本語や英語などによるコミュニケーション能力）・DP1（キリスト教ヒューマニズムの

理解）については、他の DP よりも低かった。 

日文 英文 西文 文化史 地球市民 合計

卒業者数 82 109 51 115 65 422

回答者数 73 103 46 111 60 389

回答率 89.0% 94.5% 90.2% 96.5% 92.3% 92.2%
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学科DPの達成(表 5) 

 全学 DP と同様に、学生の達成度自己評価スコア（1 から 5）を平均したもの。どの学科においても、

学科DPは達成の基準値(3)を超えているものの、言語コミュニケーションに関する学科DPについては、

学科によらず他の学科 DP よりも低い傾向がみられた。 

図表 

表 1：教育の環境 

 

表 2：学びの支援 
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表 3：正課での学び（学科ごと） 
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表 4：DP達成度（平均値） 
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表 5：学科DP達成度 

 

以上 


